
公的資金等の管理・運営に関する不正防止計画 

本学における公的資金等の管理・運営の取扱いに関して、本学の職員による不正使用などの不正

行為を防止し、その適正化を図るために「不正防止計画」を定める。 

Ⅰ 法令等の遵守 

１ 福岡こども短期大学の研究者及び事務職員等は、公的資金等の管理・運営に関して、法令、 

 本学の各種規程及び行動規範等を遵守しなければならない。 

２ 研究代表者等は、別に定める様式により公的資金等の不正使用を行わない旨の誓約書を学長 

あて提出するものとする。 

Ⅱ 研究活動の公表 

 研究者は、公的資金等に係る研究活動の成果について公表しなければならない。また、研究者 

は、当該研究活動の成果に係るデータ、資料等を適正に保管するとともに、関係者からその提示 

が求められたときには、これに誠実に応えなければならない。 

Ⅲ 経理の適正化の確保 

１ 資金の管理 

（１） 公的資金等の預金通帳は、学長を名義人として、資金管理責任者が管理し、通簿を備えて

現金の出納保管を行う。

ａ 科研費の受入れ等

（ａ）資金管理責任者は、科研費の送金があったときは、ただちに金融機関に預金しなけれ

ばならない。 

（ｂ）資金管理責任者は、前項の科研費を受け入れたときは、その旨を部局管理責任者に通 

知しなければならない。 

（ｃ）預金により生じた利息は、当該研究に必要な経費に充てなければならない。 

（ｄ）間接経費の受入れに関し必要な事項は、別に定める。 

ｂ 経費の基準 

（ａ）科研費にかかる経理事務は、学校法人都築育英学園（以下「学園」という。）の経費 

規程その他関係規程の定めるところに準じて行う。 

（ｂ）科研費にかかる旅費の支給は、学園の職員旅費規程に準じて行う。 

ｃ 収支簿 

科研費の出納保管に当たっては、研究課題ごとに収支簿を備え、科研費の交付を受けた 

年度終了後５年間保管しなければならない。 

(２) 資金管理責任者は、科研費の出納及び保管を資金執行責任者に行わせるものとする。

２ 物品の調達 

（１） 研究代表者は、科研費を使用しようとするときは、あらかじめ科学研究費補助金交付申請

書及びその他の支払いに必要な書類を学長に提出しなければならない。

(２) 物品の調達は、原則として資金執行責任者が行う。ただし、調達金額が３万円未満で、か

つ、緊急を要するなどの理由により資金執行責任者の承認を得た場合には、研究者が自ら調

達することができる。

福岡こども短期大学



３ 設備等の寄付 

  研究代表者及び研究分担者は、科研費により設備等を購入したときは、ただちに本学に寄付 

しなければならない。ただし、購入後、ただちに本学に寄付することにより、研究上の支障が 

生じる場合であって、当該研究代表者又は研究分担者が寄付の延期を希望する場合は、事前に 

文部科学大臣の承認を得るための手続きをとらなければならない。 

４ 研究支援者等の雇用 

  研究者は、研究支援者等を雇用しようとする場合には雇用計画書を、研究支援者等が業務に 

従事したときは勤務報告書を資金執行責任者に提出して、その確認を受けなければならない。 

５ 出張 

(１) 研究代表者は、科研費により出張するときは、事前に出張命令伺により学長の承認を得な

ければならない。

(２) 研究代表者は、前項の出張を完了したときは、学長に出張報告書を提出しなければならな

い。

Ⅳ 監査の体制 

(１) 内部監査

内部監査の担当者は、公的資金等の経理全般について随時及び定期的に監査を実施し、その

結果を不正防止計画推進担当者に通報しなければならない。 

(２) 検 収

物品納入責任者は、公的資金等に係る物品等の調達について、研究員の立会いの下にその給

付の完了のための確認検査を実施しなければならない。 

Ⅴ 相談窓口 

  相談窓口の担当者は、公的資金等の公募・申請手続き、関係諸規則及び統一的な運用について、 

関係者から相談を受けたときは、誠実に対応するとともに相談の内容を研究管理責任者に報告し

なければならない。 

Ⅵ 通報窓口 

  通報窓口の担当者は、研究活動及び公的資金等の管理・運営について、学内外物から通報を受

けたときは誠実に対応し、その通報者の秘密を保護するとともに通報の内容を不正防止計画推進

担当者に報告しなければならない。 

添付書類： 「公的資金による研究活動における福岡こども短期大学の管理運営組織」 

「科研費使用に係わる窓口」 

「誓約書」  



公的資金による研究活動における福岡こども短期大学の管理・運営組織

　Ⅰ　科研費申請等に係わる審査・承認体制

申請者 教務部長 学科長 学　　長

　Ⅱ　公的研究費の管理・運営に係わる責任体制

●全体の統括者（指揮・命令）

●公的研究費の総括責任者

●不正防止等情報の受報・伝達

●納入品等の検収

●公的研究費の管理・執行

●公的研究費助成事業に
係わる経費の管理事務

会　計　課　長

【
法
人
経
理

】
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学　 　長
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資金管理責任者

経　理　部　長

●不正防止計画
の推進

不正防止推進部門

事　務　長

通報窓口（庶務課）

資金執行責任者

る事務

●公的研究費の管理運営
状況の監査

教務課

●公的研究費助成事業に係わる

実質的責任者（事務も含む）

●公的研究費助成事業の事務
手続きに関する相談

●公的研究費の使用ルールに

に関する相談

●公的研究費助成事業に係わ

経費管理担当者
相 　談 　窓 　口
研究事務担当者



科研費使用に係わる窓口 

□相談窓口（競争的資金等に係る事務手続きに関する学内外からの問合わせ対応）

学校法人福岡こども短期大学 教務課

ＴＥＬ ０９２－９２1－９８１７ 

ＦＡＸ ０９２－９２１－９８３９ 

Ｅ－mail 
syomu@fukuoka-kodomo.ac.jp 

住 所 〒818－0197 福岡県太宰府市五条三丁目１１番２５号 

□通報窓口（研究活動の不正行為対応））

学校法人福岡こども短期大学 庶務課

ＴＥＬ ０９２－９２２－７２３１ 

ＦＡＸ ０９２－９２８－５２１０ 

Ｅ－mail ta-syomu@fukuoka-kodomo.ac.jp 

住 所 〒818－0197 福岡県太宰府市五条三丁目１１番２５号 

mailto:syomu@fukuoka-kodomo.ac.jp
mailto:ta-syomu@fukuoka-kodomo.ac.jp


令和  年  月  日 

誓 約 書 

福岡こども短期大学 学 長 殿 

（自 署） （資 金 の 名 称） 

私            は、平成  年度の  

により研究を遂行するに当たり、補助条件または契約条件を理解し、これを遵守いたします。 

  また、当該資金が、国民の貴重な税金で賄われていることを十分認識し、公正かつ効率的 

に使用するとともに、研究において一切の不正行為を行わないことを約束いたします。 

令和  年  月  日（  ） 

所 属 

氏 名 印 



誓 約 書 

福岡こども短期大学 学長 殿 

私 は、 福岡こども短期大学との契約に当たり、下記の 

  各事項を遵守するとともに、一切の不正行為を行わないことをお約束いたします。 

記 

１ 福岡こども短期大学における競争的資金等取扱規程等を遵守し、不正に関与しないこと。 

  ２ 本学における内部監査、その他調査等において、取引帳簿の閲覧・提出等の要請があれば 

協力すること。 

  ３ 不正として認定された場合、取引停止を含むいかなる処分を講じられても異議がないこと。 

  ４ 本学の研究者等から不正な行為の依頼等があった場合には通報すること。 

令和 年 月 日（ ） 

住 所： 

氏 名：   印 

令和  月  日 年  
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